職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
組織設計事務所にて◯年間、RC造・S造の中高層建築物を中心に構造設計を担当してきました。基本設計段階の構造計画から一貫構造計算ソフトによる断面算定、伏図・軸組図の作成、構造計算適合性判定機関との協議対応まで一連の工程を担当し、年間◯件程度の物件に関わっています。意匠担当の計画意図を確認しながら架構形式を複数案比較し、早い段階で構造成立性を示すことを心掛けてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：建築・都市計画を手掛ける組織設計事務所（従業員約◯名、構造部門◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：構造設計・構造解析
【担当業務】
・RC造・S造・SRC造の中高層建築物（地上◯〜◯階、延床約◯㎡規模）の構造設計
・一貫構造計算ソフト（SS7、SEIN La CREA）による構造解析および部材断面算定
・構造図（伏図・軸組図・配筋図）の作成とBIMモデルとの整合確認
・構造計算適合性判定機関・確認検査機関との協議および指摘事項への回答書作成
【実績】
・オフィスビル（S造・地上◯階）で梁伏せ方向と部材構成の異なる◯案を比較し、設備の納まりを踏まえた架構に決定。着工前の架構変更なく設計を完了
・部門内で書式が分かれていた構造計算書の目次と添付資料の構成をテンプレート化し、若手担当者からの記載相談件数が減少


■活かせる経験・知識・スキル
・一貫構造計算ソフト：SS7、SEIN La CREA、Super Build
・汎用解析：midas Gen、SNAP
・CAD・BIM：AutoCAD、Revit Structure
・構造種別：RC造・S造・SRC造、既存RC造建築物の耐震診断・補強設計
■資格
・一級建築士（20XX年◯月取得）
・構造設計一級建築士（20XX年◯月取得）
■自己PR
架構計画の代替案を early stage で複数用意し、意匠・設備との調整を前に進めることが強みです。スパン割りと柱位置に制約のあるオフィスビルでは、梁伏せ方向と部材構成の異なる◯案を比較検討し、設備ダクトの納まりと施工性を踏まえた案に絞り込んだ結果、着工前の架構変更なく設計を完了できました。応募先でも、関係者の要求条件を構造的に整理して選択肢として提示し、手戻りの少ない設計進行に貢献したいと考えています。
以上
